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イセエビ種苗生産・放流技術の高度化 

 

 

土橋靖史・竹内泰介 

 

目的 

イセエビの幼生期から放流サイズの稚エビまで低コス

トでかつ安定して飼育できる種苗生産技術および中間育

成技術を確立する。さらに種苗生産した稚エビを活用し

た小規模な放流試験を実施する。 

 

方法 

1.種苗生産期の飼育コストの削減 

物理ろ過槽，活性炭ろ過槽，生物ろ過槽および紫外線

殺菌槽で構成されている循環ろ過システム（YAMAHA，

YCOS-20，図 1）を準備し，同システムのみを循環させ

生物ろ過槽の細菌相を安定化した上で，既存のクライゼ

ル水槽（80L および 180L，図 2）に組み込んだ飼育実験

系を 2 水槽作成した。 

このうち 80L クライゼル水槽は，平成 29 年 10 月 9 日

にふ化後 112 日のフィロソーマ幼生 50 尾を収容（かけ流

しの対照区水槽有り），180L クライゼル水槽は 12 月 22

日にふ化後 186 日の幼生約 50 尾を収容（かけ流しの対照

区水槽無し）して飼育試験を実施した。海水新水の換水

率はかけ流し区（1.0 回転/時）のおよそ半分（0.5 回転/

時）とした。また循環ろ過の回転率は（1.0 回転/時）と

した。飼育水温は 25℃とし，1 日に 1 回養成アルテミア

とイガイ生殖腺の細片を給餌した。そして平成 30 年 1

月 31 日まで，毎日死亡数および脱皮数を計数した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．循環ろ過システム 

 

 

 

 

 

 

 

図 2．クライゼル水槽 

2.種苗生産期の疾病の防止対策 

種苗生産中の飼育海水の細菌相安定のため，生物ろ過

で用いられている濾材の発泡担体（KANSAI KAKO，

BF10T，比表面積 1,000m2/1m3，図 3）をクライゼル水槽

に組み込むことで，同水槽内の表面積を約 10倍に向上さ

せた飼育実験系を 10 水槽（30L×3 槽，80L×6 槽，180L

×1 槽）作成した。 

これらの水槽にフィロソーマ幼生を収容し，7 月 6 日

から飼育試験を実施した。海水新水の換水率は 1.0 回転/

時，飼育水温は 25℃とし，1日に 1 回養成アルテミアと

イガイ生殖腺の細片を給餌した。あわせて先端壊死症対

策として，昨年度と同様に新水海水の精密ろ過（中空糸

膜ろ過），紫外線による殺菌，および生物餌料であるアル

テミアの淡水浴等を実施した。そして，毎日死亡数を計

数するとともに先端壊死症の発生状況を確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

図 3．発泡担体 

3．稚エビ放流技術の開発 

イセエビの放流直後のくわしい行動を明らかにするこ

とを目的として，京都大学フィールド科学教育研究セン

ターとの共同研究により，イセエビに発信器を装着した

放流試験を行った。 

1)抱卵時期の放流試験 

放流には，天然の抱卵雌 5 尾（平均頭胸甲長 57.4mm，

平均体重 205.3g），抱卵していない雌 5 尾（平均頭胸甲

長 58.5mm，平均体重 177.7g）および雄 5 尾（平均頭胸

甲長 58.3mm，平均体重 167.6g）の計 15 尾を用いた。 

放流は，平成 29 年 6 月 7 日に三重県志摩市浜島地先で

行った。まず放流海域である水深 6～10m に沈設された

人工魚礁 3 カ所に 3 台の超音波受信機（Vemco 社製，

VR2W-69）と時刻同期用の発信機を設置した。次に発信

機（同社製，V9-1H）を供試個体の頭胸甲にエポキシ接

着剤で装着した後，研究員 2名が潜水し，超音波受信機

を設置した中央の人工魚礁内に放流した。9 月 26 日に超

音波受信機を引き上げてデータを回収し，発信機からの




